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平成２３年（フ）第６４７号
熊本市近見６丁目12番47`109号
破産者 西岡良太郎
１ 決定年月日 平成24年２月21日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

熊本地方裁判所民事第１部
平成２３年（フ）第１１４号
釧路市星が浦大通１丁目２番21号
破産者 舘石 吉博
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

釧路地方裁判所

平成２３年（フ）第５０２号
神奈川県小田原市扇町１丁目14番６号
破産者 鈴木 香織
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所小田原支部民事部
平成２３年（フ）第７５６号
神奈川県小田原市酒匂１丁目17番36号、前住
所神奈川県小田原市飯泉30番地
破産者 佐藤ワカ子
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所小田原支部民事部
平成２３年（フ）第３４１号
相模原市南区相模大野５丁目27番21号
シャーメゾンヒロ101、申立時の住所相模原
市南区上鶴間１丁目23番４号 ベルウッド東
林間105

破産者 藤田 清幸
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所相模原支部
平成２３年（フ）第１４３号
新潟県北蒲原郡聖籠町大字K潟4079番地１
破産者 森田 智志
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

新潟地方裁判所新発田支部

平成２３年（フ）第１６１１号
京都府木津川市木津殿城145番地２
破産者 出石 二三
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

京都地方裁判所第５民事部破産係

平成２３年（フ）第２３１号
釧路市桜ケ岡６丁目11番３号
破産者 小久保弘子
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

釧路地方裁判所
平成２２年（フ）第７６３号
岩手県八幡平市野駄第４地割90番地２
破産者 ˆ橋 慶子
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

盛岡地方裁判所第２民事部
平成２３年（フ）第４８６号
岩手県奥州市江刺区藤里字柳沢37番地２
破産者 佐藤 強
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

盛岡地方裁判所第２民事部

平成２３年（フ）第２４号
宮城県気仙沼市笹が陣４番地１気仙沼中学校
住宅５`７、開始決定時の住所宮城県気仙沼
市内松川199番地３
破産者 内海日出年
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

仙台地方裁判所気仙沼支部
平成２３年（フ）第２５号
宮城県気仙沼市笹が陣４番地１気仙沼中学校
住宅５`７、開始決定時の住所宮城県気仙沼
市内松川199番地３
破産者 内海 和子
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

仙台地方裁判所気仙沼支部
平成２３年（フ）第３８９号
群馬県高崎市大沢町88番地１
破産者 高橋 哲郎
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

前橋地方裁判所高崎支部
平成２３年（フ）第４６２号
埼玉県本庄市下野堂３丁目21番20号
破産者 ˆ橋 三男
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所熊谷支部
平成２３年（フ）第３６０号
神奈川県足柄上郡大井町上大井655番地
破産者 鈴木 健治
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。

３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所小田原支部民事部

平成２３年（フ）第１４９号
長野県上田市山田597番地６
破産者 竹下 貴博
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

長野地方裁判所上田支部
平成２２年（フ）第５４０号
静岡市駿河区鎌田69番地の14

破産者 龍嘉興業こと 石原 学
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

静岡地方裁判所民事第２部
平成２３年（フ）第５１号
静岡県沼津市本郷町37`３、住民票上の住所
静岡県沼津市青野259番地の１
破産者 植松 幹治
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

静岡地方裁判所沼津支部民事部破産係
平成２３年（フ）第５８号
静岡県富士市中里1124番地の２
破産者 山田理惠子
１ 決定年月日 平成24年２月22日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。
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